
I
9

二
九
番
は
、
消
防
屯
所
の

火
災
通
報
専
川
の
畑
緬
然
研
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
杵
通
の
川
件

で
も
、
二
九
稀
を
利
川
さ
れ

る
方
が
多
く
、
屯
所
で
は
剛
っ

て
い
ま
す
。
普
通
の
川
件
の
場

合
は
、
二
三
二
二
稀
を
利
川
さ

一
一
九
番
は

火
事
の
時
だ
け

dl
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に乗り1'l}した。

減唯には10アールにつき、、l':均して4刀|'｣近くの奨I刷衲助

金か川るというものの、間入れ制限、さらには食WI!管剛制度

そのものの存1'[か心配されているところから、｜測りI会に雌ま

った人たちの顔はI"l1そのもの。不安とあきらめと、やり恥

のない摘りの交錯した裡帷な衣怖である。

【写真＝減反説明会嘉瀬会場】

う農 家減産に戸惑

蛸脈促進から一転して減唯奨励という股政の忽変に米作股

家はノi惑い、将来に大きな不安をいだいている。金木町に示

された減雌II標数lltは5761､ン(9.600IJI)、Ihi砿にして114

ヘクタール。l111では、町の絲済をささえる米の減Iﾉ腱政照には

,f満だが、「1'ﾃに収はかえられぬ」ということで、II標速成

雌
近
の
米
の
滞
船
珊
怖
か
ら
米
の
生

脈
洲
縦
か
国
の
政
顛
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
洲
轆
（
減
反
）
に
脇

〃
さ
れ
る
股
家
に
対
し
て
は
、
転
作
、

休
耕
、
土
地
改
良
鞭
業
の
通
年
施
行
、

い
ず
れ
の
″
法
に
つ
い
て
も
一
定
の
奨

励
金
か
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に

ご
喰
知
の
と
お
り
で
す
。

そ
こ
で
、
休
耕
、
あ
る
い
は
転
作
し

た
場
合
の
注
腫
小
唄
を
あ
げ
て
み
ま
し

ょ
う
Ｏ

休
耕
し
た
賜
介
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
雑
峨
の
た
め
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
「
ヒ
エ
」
が
Ⅲ
胆
で
す
。

こ
の
雑
轍
退
治
を
耕
う
ん
機
で
行
な
う

吻
合
は
六
月
い
つ
ぱ
い
ま
で
は
く
週
間

お
き
く
ら
い
に
、
雑
繭
丘
セ
ン
チ
の
噸

耕
起
し
ま
す
。
托
川
・
・
川
、
六
月
二
Ｍ

七
月
一
川
、
計
〃
川
く
ら
い
必
要
で
す
。

撚
剤
で
行
な
う
場
合
は
、
Ａ
Ｔ
Ａ
、

ク
ロ
レ
ト
ソ
ー
ダ
、
ポ
ミ
ヵ
ル
な
ど
が

効
果
的
で
す
か
、
猫
仰
が
恢
い
の
で
、

刷
州
の
稲
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
迩
し
て
ド

さ
い
。

帷
作
す
る
賜
合
、
な
か
な
か
こ
れ
と

い
っ
た
よ
い
作
物
は
な
い
蝿
状
で
す
。

耐
湿
性
を
考
え
ま
す
と
、
イ
チ
ゴ
、
サ

ト
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
蕊
ナ

ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
エ
ン
ド
ウ
な
ど
が
通

し
て
い
ま
す
か
、
せ
っ
か
く
つ
く
っ
て

も
充
れ
な
い
よ
う
で
は
な
ん
に
も
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
販
允
″
法
の
正
犬
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ザ

、
ま
た
、
緑
肥
作
物
と
し
て
、
イ
タ
リ

ャ
ン
、
ラ
イ
グ
ラ
ス
、
ラ
ィ
友
な
ど
を

枇
峅
す
る
こ
と
も
、
土
じ
よ
う
改
良
に

な
り
特
策
と
考
え
ま
す
。

以
上
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
く
わ

し
い
こ
と
は
判
所
に
ご
州
淡
下
さ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
）

休
耕
・
転
作
の

注
意
事
項
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第
飛
十
四
Ⅲ
金
木
町
定
例
町
雛
会
は

三
月
二
十
六
冊
招
架
さ
れ
、
町
税
条
例

の
改
正
、
昭
和
川
十
五
年
腿
一
般
会
川

断
定
（
川
．
五
月
分
）
予
猟
な
ど
十
六

譲
案
を
叫
決
し
、
三
川
皇
十
川
川
会
し

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
縦
案
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

一
、
昭
和
叫
十
凶
年
皮
一
般
会
帥
袖
服

予
肺
（
歳
入
歳
川
を
じ
百
十
七
″
九
千

円
を
減
額
し
、
予
陳
総
額
を
Ⅷ
他
丘
千

・
一
両
三
十
八
万
Ⅷ
千
円
と
す
る
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
防
災
行
政
無
線
の
負

担
金
川
十
六
万
Ｎ
、
金
水
、
叫
艮
巾
股

霊室篝

【

減
税
条
例
な
ど
を
可
決

定
例
町
議
会
】

蕊

業
共
済
細
合
合
併
助
成
五
十
万
円
、
金

木
地
区
職
業
訓
練
所
助
成
二
十
刀
円
、

十
二
湖
土
地
改
良
区
肯
後
地
助
成
二
十

万
円
。
）

一
、
昭
和
四
十
五
年
度
金
木
町
一
般
会

帥
仰
定
予
算
（
四
月
と
五
月
の
二
カ
月

間
の
経
糊
撹
並
び
に
継
統
蜜
、
偵
務
負

扣
行
為
の
年
度
初
め
に
文
出
す
べ
き
も

の
だ
け
を
緋
上
。
総
額
は
一
徳
八
両
八

十
七
万
六
千
円
。
）

て
金
木
町
税
条
例
の
改
正
（
個
人
町

民
税
の
税
率
を
械
準
悦
率
に
引
き
下
げ

す
る
と
と
も
に
、
税
法
の
改
旺
に
伴
う

譲
渡
所
縛
に
つ
い
て
所
喫
の
改
正
を
行

な
う
。
）

一
、
金
木
町
吋
腿
他
唯
保
険

条
例
の
改
正
（
一
歳
未
満
の

乳
幼
児
の
医
縦
費
を
卜
削
給

付
に
し
、
助
唯
尚
、
作
祭
出

を
こ
れ
ま
で
の
二
千
円
か
ら

五
千
円
に
研
き
上
げ
る
。
）

な
お
、
一
般
髄
間
は
、
沢

川
茂
、
伊
藤
浦
惑
、
成
川
脾

蔵
、
古
崎
服
光
、
古
川
竹
夫

川
中
蝿
戚
、
棟
″
雅
夫
、
の

七
縦
凸
か
行
な
い
ま
し
た
。

質
疑
応
群
の
主
な
も
の
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

（
カ
ヅ
コ
内
は
答
弁
）

①
職
幽
の
応
援
態
度
が
悪
い

ど
の
よ
う
な
掃
導
を
し
て
い

る
の
か
。
（
術
に
親
切
と
乍

仕
の
鮒
神
を
も
っ
て
接
す
る

よ
う
折
導
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
注
葱
す
る
。
）

さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
行
な
わ
れ
た

町
縦
会
砿
ｕ
補
欠
選
挙
で
は
岻
滕
源
三

郎
氏
か
当
選
し
ま
し
た
つ

紬
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

打
椛
者
数
九
、
五
（
八

投
蝦
荷
数
七
、
四
九
九

投
蝋
率
七
八
・
三
％

〃
効
蛾
七
、
．
．
〃
八

②
派
瀬
公
民
館
の
建
設
は
公
約
の
一
つ

だ
が
、
ど
う
す
る
の
か
。
（
四
十
五
年

度
予
算
に
帥
上
し
（
建
設
す
る
。
）

③
役
場
の
機
椛
を
改
砿
す
る
必
要
か
あ

る
と
思
う
か
、
ど
う
か
。
（
機
櫛
に
適

正
で
な
い
血
も
あ
る
の
で
検
制
し
、
善

処
し
た
い
。
）

④
三
上
町
踵
は
三
選
さ
れ
た
か
、
批
判

栗
を
繩
順
に
受
け
と
め
、
少
数
怠
見
も

螂
嘔
す
べ
き
で
あ
る
。
（
そ
の
よ
う
に

す
る
。
）

⑤
滕
枝
部
落
の
道
路
を
早
急
に
改
良
し

て
ほ
し
い
。
（
馴
怖
は
よ
く
分
っ
て
い

る
の
で
、
冬
期
間
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

除
岬
し
拡
川
等
の
改
良
も
進
め
た
い
。
）

三
上
町
長
が
三
選

町
議
補
選
で
は
工
薩
氏一

一
口

【工藤氏】

三長止で逃
避かl1l「三雛

Ｊ
月
。

氏
卜
四

上
Ⅱ
行

三
な
わ

Ｋ

れ
た

金
木

町
災

無
効
鯛
湛
川
一

△
町
長
選
挙

当
選
四
、
一
八
三
三
上
武
男

弓
、
○
し
兀
大
柵
忠
勝

△
町
融
会
議
員
補
欠
選
挙
（
一
人
）

当
選
二
、
九
三
四
工
藤
源
三
郎

一
、
九
・
一
○
小
川
内
服
一
郎

一
、
八
九
三
・
・
・
ｔ
Ｋ
Ｋ
ｌ
、
‐
ｖ
ｆ
ｌ

川
じ
○
脚
附
繁
川

コ
ニ
ー
ジ
■
弓
０
笠
■
１
日
ジ
■
毎
Ｊ
夕
①
＄
且
夕
■
す
８
ｐ
●
■
Ｌ
”
晶
寸
も
■
■
。
＄
■
。
■
凸
●
屯
９
少
●
等
ｂ
少
ｂ
『
ｂ
〃
Ｉ
も
ｇ

出
先
機
関
等
の
長
の
異
動

（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

▽
木
造
僻
察
杵
歴
片
奇
服
く
金
水
俳
察

騨
長
）
▽
金
水
杵
察
解
及
川
Ⅱ
岬
股

（
水
郁
捜
介
輔
一
抑
次
冊
）
▽
近
所
川

原
地
区
股
巣
改
良
淵
及
所
隆
佐
藤
川
郎

（
金
木
地
区
腱
堆
改
良
門
及
川
隆
）
▽
分

水
地
区
腱
災
改
良
門
及
所
踵
岻
膝
雌
電

郎
（
邨
倒
地
区
股
堆
改
良
杵
及
所
総
柄

主
任
）
▽
喋
土
木
部
勉
路
処
役
糾
柵
り

ょ
う
係
艮
竹
森
弘
（
脈
所
川
脈
卜
水
聯

務
所
金
・
水
川
推
所
災
）
▽
凡
所
川
脈
止

水
Ⅶ
務
所
金
水
川
披
川
踵
（
八
川
止
水

珊
務
所
望
川
出
恨
所
腿
）
▽
雌
土
地
改

良
蛎
二
探
主
代
：
．
汕
外
（
抑
幌
止
地
改

良
蜘
堆
所
小
川
川
文
所
腱
）
▽
沸
幡
土

⑥
紬
食
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
考
え
は
な

い
か
。
（
教
育
委
曲
会
な
ど
と
も
よ
く

相
談
し
て
決
め
た
い
。
）

⑦
駐
車
場
を
没
慨
し
た
ら
ど
う
か
・
（
旧

役
場
庁
舎
敷
地
を
中
心
に
没
慨
す
る
考

え
で
い
る
。
）

③
住
災
サ
ー
ビ
↓
〈
呵
吐
の
伽
か
ら
役
助

職
幽
の
教
育
を
強
化
す
る
巷
え
は
な
い

か
。
（
叫
主
樅
の
研
修
ば
か
り
で
な
く

町
独
自
の
研
修
を
行
な
い
た
い
。
）

⑨
公
民
航
斫
勤
を
活
発
に
す
る
た
め
に

専
任
の
航
及
や
職
凶
を
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。
（
専
任
の
職
幽
は
必
典

だ
と
思
う
が
、
飢
腿
は
淵
Ⅲ
教
汀
挺
の

雅
任
と
な
る
。
）

先
に
妃
公
さ
れ
ま
し
た
金
水
川
米
町

の
野
桝
平
助
氏
に
、
こ
の
ほ
ど
従
大
位

勲
六
呼
瑞
喰
唯
が
り
え
ら
細
ま
し
た
。

故
野
桝
氏
は
金
木
町
縦
会
砿
歴
な
ど

を
勤
め
、
地
″
内
治
発
股
に
つ
く
し
た

功
紬
に
よ
り
こ
の
度
の
受
噸
と
な
っ
た

も
の
で
す
（
』

金
水
川
股
囎
共
済
組
合
（
秋
・
北
服
術

馴
合
災
、
糾
合
山
数
一
、
皇
：
・
し
人
）

と
岬
只
巾
鰹
災
共
済
糾
合
（
腓
丸
岡
政

淀
紺
介
災
、
細
合
幽
数
：
・
川
川
人
）
は

叫
川
一
川
付
で
合
併
寸
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
聯
務
川
は
金
水
川
股
業
共
済

糾
合
の
伽
務
川
を
仇
川
し
ま
す
。

■
１
日
Ⅱ
６
０
７
Ｅ
Ｉ
■
■
■
Ｐ
ト
リ
ー
Ⅱ
Ｉ
ｂ
ｅ
ｉ
Ｒ
Ⅱ
Ⅱ
日
ｆ
ｂ
旧
ｊ
■
■
■
Ｌ
、
回
り
Ⅱ
０
６

地
改
良
班
唯
所
小
川
川
支
所
長
小
脚
昭
州

栄
（
津
幡
土
地
改
良
邪
業
所
小
川
川
洲

支
所
主
任
）
▽
両
森
中
央
尚
校
長
新
州岫叩

岡
粘
弥
（
金
水
尚
校
長
）
▽
金
木
尚
校
州即帥

長
村
上
義
美
（
大
漉
尚
校
教
Ⅷ
）
▽
恥
川

瀬
小
学
校
踵
佐
々
木
峻
芯
（
小
袖
小
学
Ⅲ

校
長
）
▽
青
森
食
柵
邪
務
所
北
津
幡
叉
州肌川

所
金
木
出
張
所
歴
平
川
災
郁
雄
（
〃
森
川川

棚

食
繩
獅
務
所
附
派
幡
支
所
平
側
川
恢
所
州

優
衲
休
）
▽
〃
森
食
繩
州
務
所
化
津
幡
ⅢⅢ川

文
脈
洲
介
係
及
消
野
又
一
（
け
森
食
細
川ⅢⅢ

邪
務
所
北
津
幡
支
所
金
木
川
恢
川
艮
）
洲

▽
〃
森
銀
行
金
水
文
眺
民
止
野
川
一
朏仙Ⅱ

（
背
森
銀
打
断
町
文
勝
次
災
）
▽
青
森
州

銀
行
野
辺
地
文
峅
隆
小
川
内
糀
昭
（
〃
Ⅷ
杉

森
銀
打
金
木
文
階
瞠
）
△
退
職
仙
帷
側

（
茄
獺
小
学
校
踵
）

も
。
●
苧
町
寺
・
ゆ
り
・
令
も
■
炉
●
。
。
。
ウ
か
。
①
ｑ
・
ゆ
ｐ
・
も
。
■
の
画
巳
Ｇ
ｏ
宇
己
・
む
ら
●
少
卓
・
■
・
ザ
タ
●
１
１

故
野
桝
乎
助
氏
に

勲
六
呼
瑞
侭
瀬

卜
Ｌ
、
Ｉ
灰
ｒ
ト
ー

済
糾
合
が
合
０

Ｊ
Ｊ
〆

四
月
一
日
か
ら
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米
の
生
産
を
こ
の
ま
ま
統
け
て
ゆ
く

と
、
米
か
あ
ま
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
拠
施
さ
れ
た

米
の
生
産
洲
稚
。

金
木
町
で
は
、
米
の
減
雌
政
確
に
は

不
満
で
は
あ
る
か
、
食
糊
管
叫
制
腱
を

守
る
た
め
、
や
む
を
僻
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
目
標
消
化
に
協
力
す
る
こ
と
に

な
り
、
谷
地
ば
ご
と
に
懇
縦
会
（
脱
叫

会
）
を
開
き
、
減
雌
刀
趣
旨
の
徹
底
を

は
か
り
、
股
家
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。減

産
（
反
）
は
、
も
ち
ろ
ん
強
制
的

な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
希
望
を
と
っ

た
と
こ
ろ
、
一
・
・
月
三
十
一
日
現
任
で
、

七
百
三
十
一
人
の
腰
家
か
ら
百
八
・
六

へ
ク
タ
Ｉ
ル
の
減
反
の
希
望
叩
込
か
あ

り
目
標
面
祇
の
百
十
四
へ
ク
ク
ー
ル
に

【
減
反
の
受
付
風
景
〕

目
標
に
あ
と
一
歩

米
の
減
反
申
し
込
み

町
で
は
、
米
の
生
雁
訓
幣
の
趣
行
の

徹
底
を
は
か
り
、
円
渦
な
実
施
を
期
す

る
た
め
、
金
木
町
米
生
産
洲
樅
椛
進
協

議
会
を
設
慨
し
ま
し
た
。

委
興
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
ｔ
武
男
（
町
長
）
原
川
一
尖
（
町
砿

会
議
壁
）
大
橘
的
五
郎
（
町
織
会
刑
縦

良
）
今
久
米
雄
（
町
議
会
股
林
商
工
附

任
委
幽
蜂
、
股
業
委
凶
会
長
）
叩
村
本

典
（
間
定
商
雁
祁
価
幽
）
典
川
映
一
（
股

堆
委
幽
会
長
代
理
）
古
川
折
雄
（
Ｍ
）

あ
と
一
歩
と
近
づ
き
ま
し
た
。

減
反
の
申
込
が
比
雌
的
順
訓
に
進
ん

で
い
る
の
は
、
奨
励
補
助
金
か
思
っ
た

よ
り
多
く
出
る
こ
と
や
、
減
反
に
協
力

し
て
食
衝
制
度
を
守
り
た
い
と
考
え
て

い
る
股
家
が
多
い
た
め
と
忠
わ
れ
て
い

ま
す
。減

反
の
内
沢
を
み
る
と
、
休
緋
か
九

十
％
、
岻
作
が
十
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
休
耕

語
術
望
し
た
人
も
あ
り
、
耕
作
水
川
の

全
部
を
休
耕
す
る
人
も
三
卜
人
近
く
あ

り
ま
す
か
、
ほ
と
ん
ど
が
十
妬
以
下
の

減
反
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
反
奨
励
補
助
金
は
、
鯉
業
共
済
組

合
の
基
準
反
収
に
、
キ
口
当
り
八
十
一

円
を
か
け
た
額
か
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

金
木
町
の
平
均
反
収
は
四
百
八
’
四
キ

ロ
で
、
十
ア
ー
ル
当
り
平
均
支
給
額
は

三
万
九
千
二
百
四
円
と
な
り
ま
す
。

■
■
凸
■
●
。
●
ｇ
■
■
Ｂ
ご
■
■
■
の
●
■
■
。
●
。
ｂ
〃
■
Ｌ
■
夕
■
ら
凸
夕
●
も
。
〃
Ｄ
ｅ
ｂ
夕
心
Ｌ
■
け
・
も
■
甘
■
、
■
り
げ
。
。

米
生
産
調
整
推
進

協
議
会
を
設
置

農
業
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

嘉
瀬
の
山
中
治
雄
さ
ん

青
森
喋
股
業
経
僻
近
代
化
協
会
（
川

村
脚
一
会
踵
）
主
雌
の
節
五
回
青
森
県

膿
堆
簿
肥
ユ
ノ
ク
ー
ル
で
聯
瀬
車
町
の

川
巾
治
雄
さ
ん
か
優
良
慨
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
山
中
さ
ん
は
昨
年
も
努
力
猫
を

受
曲
し
て
い
ま
す
。

中
村
他
叫
（
金
木
股
協
組
合
長
）
中
谷
①
父
母
か
離
幡
し
た
児
埴

滕
太
郎
（
川
倉
股
協
組
合
長
）
木
村
金
②
父
か
死
亡
し
た
児
噸

利
（
淵
瀬
艘
協
組
合
長
）
脇
神
米
古
（
喜
③
父
が
頑
い
心
身
障
害
荷
で
あ
る
児
亜

良
巾
股
協
組
合
瞳
）
秋
元
正
術
（
金
木
④
父
か
引
統
い
て
一
年
以
止
扶
遥
茂
務

町
股
業
共
済
組
合
長
）
伊
丸
岡
政
美
（
宮
を
つ
く
し
て
い
な
い
場
合

良
巾
股
業
共
済
組
合
長
）
木
立
民
五
郎
⑤
父
が
一
年
以
止
刑
務
所
秤
に
人
っ
て

（
金
木
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）
白
川
い
る
場
合

澱
一
（
川
灯
土
地
改
良
区
雌
邪
踵
）
工
⑥
父
の
生
死
“
一
・
年
以
止
わ
か
ら
な
い

滕
艮
七
（
藤
枝
洲
池
土
地
改
良
区
鯉
事
児
危

長
）
金
木
地
区
股
業
改
良
杵
及
所
長
⑦
絲
幡
に
よ
ら
な
い
で
唯
ま
れ
た
児
敢

食
細
邪
務
所
金
木
出
張
所
長
北
地
″
な
お
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て

腱
林
伽
務
所
長
同
股
務
糾
長
統
帥
も
、
礎
肯
し
て
い
る
人
が
一
定
和
以
ｋ

調
在
聯
務
所
五
所
川
腺
出
張
所
長
吉
の
所
僻
か
あ
る
賜
合
な
ど
は
手
墹
か
受

川
腿
一
郎
（
金
木
地
区
股
業
改
良
普
及
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

協
砿
会
Ⅲ
会
長
）
布
川
与
七
郎
（
米
づ
支
給
さ
れ
る
額
は
、
一
人
の
賜
合
は

く
り
錐
Ｍ
辿
絡
協
縦
会
挺
）
里
坂
榊
治
月
二
千
両
Ⅲ
、
二
人
の
場
合
は
・
・
千
八

（
米
雌
何
業
者
）
津
川
消
水
（
同
）
荒
百
円
、
二
人
以
上
の
場
合
は
、
二
千
八

関
源
一
（
剛
）
伽
川
伊
三
郎
（
同
）
傍
百
円
に
三
人
川
か
ら
四
百
川
を
加
卸
し

脇
正
守
（
同
）
今
ひ
で
（
同
）
浜
川
熊
た
額
で
す
。
（
民
生
課
）

古
（
同
）
．
・
・
・
↓
．
、
・
・
・
、
．
・
・
・
．
．
．
・
・
・
、
．
．
・
・
・
．
．
＠
・
‐
、
．
．
．
・
・
・
．
・
・
・
。
．
．
・
・
・
．

児童扶養手当

制度について

こ
の
制
陛
は
、
父
か
死

亡
し
た
り
、
父
と
生
釧
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
逝

の
批
柵
に
手
当
を
文
給
し

児
噸
柵
祉
の
期
進
を
図
る

こ
と
を
川
的
と
し
た
も
の

で
す
。

手
噺
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
助
合
で
、
児
亜
を
母
か

扶
盤
し
て
い
る
か
、
母
以

外
の
人
か
錐
行
し
て
い
る

時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

青
森
雌
の
昭
和
川
十
川
年
腱
の
川
火

事
の
発
生
は
四
十
二
件
、
九
両
七
卜
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
拙
害
制
は
約
一
・
惚
川
に

も
逓
し
て
い
ま
す
。

川
火
州
発
生
の
主
な
隙
間
は
、
雌
近

の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
ハ
イ
キ
ン

グ
や
川
菜
、
キ
ノ
コ
が
り
惇
の
た
め
の

入
川
者
の
琳
加
に
伴
う
タ
バ
コ
の
投
げ

す
て
、
火
入
れ
、
た
き
火
の
不
始
米
仰

入
川
者
の
不
注
腫
に
よ
る
も
の
が
大
椛

を
し
め
て
い
ま
す
。

山
火
堺
防
止
を
効
果
的
に
州
雌
す
る

た
め
、
眼
で
は
「
脅
森
以
川
火
棚
防
阯

対
弗
協
議
会
」
を
没
慨
し
、
つ
ぎ
の
こ

と
が
ら
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

①
飛
行
機
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
川
火
珊
防
止
穴
仏

②
新
聞
、
テ
レ
ビ
弾
に
よ
る
予
防
Ｐ
Ｒ

③
各
獅
広
報
資
料
の
作
成

④
峻
城
油
化
体
制
の
伽
虻

山
火
事
を
防
ご
う

狂
犬
病
予
防
注
射
の

実
施
に
つ
い
て

左
肥
の
Ⅱ
郡
に
よ
り
犬
の
盗
録
及
び

猟
犬
荊
予
防
注
射
を
災
施
し
ま
す
か
ら

大
の
剛
、
狼
の
刀
は
ハ
ン
コ
と
畿
録
、
注

射
代
凡
、
六
十
円
を
持
参
の
う
え
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
ド
さ
い
。

I間I 転
出
の
場
合
は
保
険
証
な
ど
を

持
参
し
て
下
さ
い

金
木
町
か
ら
枢
川
し
、
そ
の
州
を
出

す
吻
合
は
、
同
乢
年
金
下
帳
、
回
比
健

服
保
欣
紙
、
ハ
ン
コ
を
持
参
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
火
入
れ
禁
止
期
間
の
投
疋

近
年
股
川
村
は
川
稼
ぎ
等
の
た
め
人

手
不
足
と
な
け
、
防
災
活
動
あ
る
い
は

消
火
作
雛
に
も
支
障
を
き
た
し
、
そ
の

被
害
、
軸
、
額
と
も
に
年
友
端
大
の
傾

川
に
あ
り
ま
す
。

林
野
内
で
火
熟
を
取
扱
う
場
合
は
以

Ｉ
の
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
識
し
、
後

始
水
に
念
を
入
れ
て
下
さ
い
。

（
県
林
務
課
）
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剛
一

ＩＩＩＩＩＩ
ニ
ー
’

１１１１１１
’

１
二
Ｉ
－

１１１１
’
１
’
１
’
１１１１１

・
’１１１１

℃
叩
Ⅱ
Ⅱ
ⅡＩ

明
治
三
十
九
年
川
月
二
冊
か
ら
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
北
れ
た
人

で
、
昭
和
三
十
六
年
国
民
年
金
制
度
発

足
当
時
、
加
入
し
な
か
っ
た
人
た
ち
が

そ
の
後
制
度
の
趣
胃
を
即
解
し
加
入
を

術
製
す
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
灰
映
さ
れ
、
今
川
給
付
額
夫

州
二
万
円
年
金
尖
現
を
柱
と
す
る
側
比

年
金
法
の
大
巾
改
庇
を
槻
会
に
川
人
を

Ⅳ
州
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
加
入
で
き
る
人

明
治
二
’
九
年
川
川
二
Ｈ
か
ら
明
治

叫
十
叫
年
川
川
一
日
ま
で
に
唯
れ
た
人

で
、
現
に
他
の
公
的
年
金
（
厚
生
年
金

船
幽
保
険
、
符
繩
共
済
組
合
及
び
股
林

漁
業
川
休
職
働
共
橘
糾
合
）
に
加
入
し

て
い
た
り
、
他
の
制
度
か
ら
ど
齢
（
皿

算
老
齢
）
給
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き

国
民
年
金

高
齢
者
の
任
意
加
入
の

再
開
に
つ

’

居眠り運転、事故のもと

う
こ
と
し
も
ま
た
、
県

よ
下
で
約
二
万
六
千
五
百

ら
し
人
、
金
木
町
で
は
二
百

叩
入
の
を
か
ま
八
十
流
人
の
こ
ど
も
た

童
故
り
ち
か
新
し
く
入
学
し
ま

四
に
つ
い
て

》
》
守
岬
罪
洲
岬
跡
鋤

る
人
を
除
き
ま
す
。

一
一
、
加
入
の
申
出
期
間
こ
ど
も
か
お
よ
曼
・
・
面

昭
和
四
十
五
年
一
川
丘
Ⅱ
か
ら
昭
和
新
人
あ
り
ま
す
。

川
十
五
年
六
川
末
川
ま
で
。
（
こ
の
叫
こ
の
こ
ど
も
た
ち
を

間
以
後
は
受
皿
い
た
し
ま
せ
ん
）
交
通
冊
故
か
ら
守
る
た
め
、
叫
月
一
日

か
ら
二
十
江
Ⅱ
川
に
わ
た
り
「
新
人
学

三
、
保
険
料

一
カ
月
に
つ
き
し
肚
○
川
。

児
峨
交
皿
蛎
放
防
止
迎
仙
」
か
行
な
わ

れ
ま
す
。

四
、
保
険
料
を
納
付
す
る
期
間

納
伽
耐
峠
叶
娠
柳
札
馴
唾
乢
渥
畢
鋤
馴
碓
韮
圭
恥
榊
畔
岬
酬
岬
錐
峅
》
娼
回
部

船
椛
が
発
生
し
ま
す
。
）

こ
ど
も
た
ち
の
い
の
ち
を
守
り
ま
し
ょ

五
、
給
付
額
う
。

月
額
二
、
五
○
○
Ⅲ
（
年
瓶
：
。
○
、
こ
ど
も
を
送
り
川
す
と
き
は
、
つ
ぎ

（
〕
Ｕ
Ｏ
Ｈ
）
の
毯
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
の
こ
と
に
蕪
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ま
す
。
①
少
し
い
Ⅲ
に
緩
校
さ
せ
る
。

り
誕
陣
酒
杯
錦
嘩
岬
岬
蝿
細
岬
恥
岬
唖
麺
州
椎
唯
麺
錐
謝
唾
菅
吟
稚
乖
沙
雌
暎

金
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
せ
き
た
て
た
り
し
な
い
。

一、

斗

握力'し
一

④
剛
の
日
は
黄
色
い
カ
サ
、
此
色
い
レ

ン
コ
ー
ト
で
幾
校
さ
せ
る
。

⑤
帆
の
川
か
け
に
〃
巾
に
鉱
を
つ
け
る

ん
だ
よ
″
と
蔵
を
か
け
る
。

１
．
２
月
届
出
分

生
ま
れ
た
人

☆
俄
野
門
識
（
義
災
股
女
）
Ｍ
祁
町

☆
川
巾
こ
ず
え
（
一
彦
腿
女
）
僻
川

☆
川
川
尚
彦
（
昭
沿
２
Ｗ
）
抑
脱

☆
野
村
好
子
（
紙
隆
女
）
沢
部

☆
秋
・
北
雌
子
（
一
踵
女
）
川
魚

☆
町
川
彰
彦
（
金
川
睦
川
）
昭
和
Ⅲ

☆
新
岡
川
帷
子
（
柿
Ⅱ
２
女
）
パ
野
川

☆
術
滕
和
川
（
干
刀
次
郎
２
Ⅲ
）
昭
和
町

☆
ｎ
・
川
谷
博
昭
（
良
淌
隆
叫
）
神
眼

☆
打
川
谷
芙
下
子
（
文
雄
踵
女
）
神
川
町

☆
川
川
勉
（
椚
松
２
Ⅷ
）
小
川
川

☆
柵
艮
硲
行
（
服
が
良
女
）
Ⅲ
辿
川

☆
人
川
贋
Ⅸ
（
怖
投
腫
艸
）
汁
松
町

☆
町
川
博
雌
（
城
一
股
叫
）
川
端
町

☆
成
川
附
災
（
茂
肪
瞠
女
）
岨
ケ
丘
川
地

☆
Ｈ
川
雄
斉
（
徳
政
３
側
）
川
、

☆
川
中
唯
″
子
（
暇
忠
及
α
）
神
川
町

☆
山
川
光
彼
（
雌
瞳
及
兜
）
沢
部

☆
服
谷
か
お
り
（
勉
２
女
）
川
、

☆
小
川
内
祁
張
（
治
災
２
女
）
滕
枝

☆
徳
川
而
恥
（
肺
－
２
女
）
川
端
川

☆
、
川
賀
洽
（
脚
沽
２
Ｗ
）
沢
部

☆
燗
地
一
文
（
雛
長
叫
）
栄
町

☆
柵
ｔ
興
僻
（
川
下
雄
２
Ｗ
）
川
川

☆
神
和
川
（
冊
之
助
４
Ｗ
）
川
通
町

お
わ
び
と
訂
正

川
叶
の
淵
湘
の
奴
伽
０
か
以
文
化
財

に
脂
疋
さ
れ
た
肥
仰
で
、
代
火
者
川
中

熊
叫
郎
さ
ん
と
あ
る
の
は
、
鎌
川
稲
一

さ
ん
の
間
通
い
で
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
て
訂
雌
し
ま
す
ｃ

、

☆
小
が
典
一
（
繩
一
挺
Ⅶ
）
荷
松
川

☆
白
川
聴
贋
（
拙
猯
挺
叫
）
岨
ヶ
脈
川
地

☆
汲
谷
剛
（
緬
犬
腿
珊
）
川
愈

☆
秋
川
行
硲
稚
（
勝
淀
及
叫
）
術
岬
川
地

☆
斎
藤
災
矢
ｆ
（
光
昭
腿
α
）
：
・
粁
川

☆
松
川
ひ
と
み
（
武
災
腿
女
）
ｔ
小
県
崎

☆
江
艮
淳
一
（
宇
逸
歴
女
）
巾
町

☆
ｔ
岐
服
ｆ
（
安
が
３
女
）
川
中

☆
中
村
．
Ⅶ
（
政
徳
侭
Ⅶ
）
収
町

☆
洲
村
乃
弘
（
久
災
２
列
）
ド
昭
和
町

☆
川
巾
揃
叱
子
（
良
沿
隆
女
）
ド
鍛
沿
川

☆
汕
谷
川
淀
ｒ
（
忠
造
腫
皮
）
下
新
川

☆
角
川
忠
ｆ
（
千
代
冶
挺
女
）
下
昭
和
町

☆
米
塚
に
（
利
Ｗ
２
Ｗ
）
冷
水

☆
鵬
海
考
稚
（
忠
火
腫
叫
）
ド
派
立

☆
今
・
・
・
川
子
（
押
代
Ｍ
２
度
）
上
新
川

☆
川
叩
鈍
ｆ
（
武
地
４
女
）
化
占
川

☆
Ｅ
内
戦
犬
（
塊
雌
及
艸
）
上
占
町

☆
中
野
巻
子
（
旺
總
災
皮
）
ｔ
派
立

☆
叫
海
雌
。
（
作
人
郎
３
Ｗ
）
巾
杣
水

☆
沢
川
光
作
（
光
叫
踵
叫
）
冷
水

☆
近
滕
反
災
ｒ
（
服
治
２
女
）
川
洲
兇
町

☆
占
川
茄
彦
（
瞳
川
瞠
叫
）
卜
柏
水
川

☆
川
滕
め
ぐ
み
（
・
則
災
喫
）
林
川

☆
加
滕
み
ゆ
き
（
・
叫
２
女
）
林
川

死
ん
だ
人

★
弧
崎
川
次
郎
（
じ
六
）
ド
鍛
冶
町

★
藤
・
肥
ち
江
（
六
八
）
上
派
立

★
川
叩
千
側
ｒ
（
几
・
）
腓
川

★
沢
川
消
古
（
じ
じ
）
雌
川

★
野
桝
平
助
（
じ
じ
）
米
川

★
桝
越
：
・
九
川
（
六
八
）
淀
川
川

★
艮
内
良
人
川
（
じ
几
）
〃
川

★
木
下
熊
一
（
し
六
）
卜
派
硴

★
小
松
ナ
ヂ
（
七
八
）
ｔ
派
硴

★
沢
川
た
よ
（
八
○
）
新
柄
川

★
川
形
た
き
（
八
八
）
栄
町

★
川
Ⅱ
暇
１
郎
（
七
○
）
新
術
川

★
白
川
ミ
子
（
じ
こ
沢
那

★
派
励
英
洽
（
六
九
）
川
Ⅲ
町

★
外
崎
謹
太
郎
（
六
八
）
：
．
川
川

★
菊
地
睦
松
（
（
九
）
東
洲
兇
町

★
今
ス
エ
（
九
七
）
ド
町

(4）


